
みどりキャンプとは・・・障害のある子どもと障害のない子どもが、るり渓の豊かな自然の中で約一
週間の共同生活を体験するキャンプです。このキャンプに参加し、子どもたちを指導援助するボラン

ティアスタッフを募集しています。
子どもたちが、心のふれあいを深めながら多様な立場を理解し、自立性・社会性を培うこのキャン

プに、ぜひご参加ください！

京都府教育委員会

謝金・旅費の支払い、保険の加入があります。

◆障害のある子どものキャンプ生活全般の指導援助
◆障害のある子どもとない子どもを合わせたグループ活動の指導援助

募集人数 30名程度募集します

京都府立るり渓少年自然の家及びその周辺（京都府南丹市園部町）

◆スタッフ研修会 令和元年 6月2２日（土）～ 2３日（日） 1泊2日

キャンプの概要・野外活動・指導援助方法を学びます。
◆親子説明会 令和元年 7月 ６日（土）～ ７日（日） 1泊2日

キャンプに参加する子どもや保護者に対する事前説明会をします。
◆キャンプ 令和元年 8月 8日（木）～ 13日（火） ５泊６日

８月 8日（木） 結団式・テント設営・野外炊飯（野外炊飯は以後毎日）
9日（金） 班別プログラム（自然散策他）

10日（土） 班別プログラム（自然散策他）

11日（日） ナイトハイク（深山登山）
12日（月） テント撤収・キャンプファイヤー

13日（火） 体験発表・解団式

※スタッフ研修会及び親子説明会、キャンプ全日程の参加を原則とします。



約一週間という長期のキャンプは参加した子どもたちのみならず、スタッフにとっても大きなものが得られるは

ずです！

みなさんのご応募をお待ちしています。

Ｑ：キャンプ経験があまりなく、野外活動に自信がないのですが、大丈夫ですか？
Ａ：確かに野外の生活には体力的にも精神的にも困難を伴いますが、それでもがんばれるという

方なら大丈夫です。野外活動の基礎的な技能はスタッフ研修会で学びますのでそれで十分で
す。子どもたちが安全に活動できるように指導援助することがスタッフの役割であって、高
度な技術はいりません。

Ｑ：特別支援教育や、福祉についてあまり学んだことがないのですが、参加可能ですか？
Ａ：障害についての理解や基礎的な知識はスタッフ研修会で学びます。でも、本当に大事なこと

は多様な立場の子どもたちをしっかり受け止めようとする「気持ち」だと考えています。大
学での所属や専攻も不問です。意欲のある方に参加していただきたいと思っています。

応募及び問い合せ先 京都府立るり渓少年自然の家

〒622-0065 京都府南丹市園部町大河内小米阪1-9
[TEL] 0771-65-0190 [FAX] 0771-65-0191
[E-mail] ruri-shizen@cans.zaq.ne.jp

[URL] http://www.kyoto-rurikei.jp/

キャンプ中は、しんどいことや帰りたいと思うこと
もありましたが、子どもたちが協力して成長してい
く姿やがんばる姿を見て自分もがんばろうと思うこ
とが出来ました。またスタッフ同士も助け合って６
日間を乗り切る事が出来ました。子どもの成長に密
着できた貴重な体験で、教師になりたいという思い
が一層強くなりました。みどりキャンプが終わった
後は、6日間生活を共にしたスタッフや子どもたち
がいないことが不自然で落ち着きませんでした。今
はもうキャンプロスは収まりましたが、あんなに充
実した時間はこのキャンプでしか味わえないものだ
という思いが強くあります。来年も是非参加したい
です。

「子どもたちにとってこのキャンプがよい思い出とな
り、子どもたちが成長するために私達が出来ることは
何か、たくさん考えさせられました。そのことが私自
身にとってとても良い経験になりました。」

「私が子どもに教えるというより、私が子どもにいっ
ぱい教えられたキャンプでした。」

「私は将来、特別支援学校の教員になりたいと考えてい
ます。みどりキャンプのように障害のある子どもとない
子どもが共に参加する機会は身近になく、この経験は将
来に繋がる大きな一歩となりました。」

「大自然の中で子どもたちと笑ったり、時には悩んだ
り・・内容の濃い充実した日々を過ごすことができまし
た。」

子どもたちと5泊6日を過ごし、スタッフの僕も心から楽し
むことができました。子どもががんばっている姿や、楽し
んでいる姿、班の子どもたちと協力している姿を見ている
と、いつもの学校とバイトの行き来、スマホばかりの生活
とは正反対で、普段は体験することのできない貴重な経験
となり、この夏休みで一番の思い出となりました。


